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山ノ神沼の水質及び流入排水路の

影響について
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要　　　旨

水質汚濁が極めて顕在化している山ノ神沼を対象に，沼の水質汚濁の現況及び流入汚濁負荷量

を把握し，流域の汚濁発生源の実態を明らかにするための調査を行った0

沼の表層水のT－Nほ3．3－5．8m9几T－Pほ0・09－0・19m9／1，クロロフィルaほ54－197閥／1と

非常に高い範囲にあり，富栄養状態にあることが分かった。

沼の主要な汚濁原因となっている内堀排水路から高濃度の汚濁排水の流入が認められた。これ

は，水量の日変動などから判断して大部分が生活排水によるものといえる。排水路流域の発生負

荷量を算出したところ，BOD負荷の92％を生活難排水が占めており，また，T－N，T－Pでは，

し尿の占める割合が高いことが明らかとなった○

1　はじめに

近年∴湖沼でほ窒素，リソ等の栄養塩類の流入の増

大により富栄養化が進行L，その水質保全が大きな問

題となっているQ県内では，天然湖沼として存在する

ものの多くほ低地にある小さな河跡湖沼で，大きな湖

のほとんどは川をせきとめて作った人工湖であが）。

面積1h咄上の湖沼の数ほ21であり，上水道源，農業

用水源とLて利用されるとともに，レクリエ‾ショソ

の場として多目的な活用がなされている。県水質保全

課でほ，昭和56年度から富栄養化等の水質状況の把握

を目的とし，主要な9湖沼を対象とLた水質詞査を年

2回（夏期，冬期〕行っている2）0この調査データの

うち汚濁の指標となるT－N，T－P，クロロフィルa，

C甘Dについて，過去7年間の夏期データの各湖沼毎

の平均値を囲1及び囲2むこ示Lた。浅い天然湖沼である

山ノ神沼，別所沼，伊佐沼の汚濁が極めて顕在化Lて

いる。

図1県内湖沼の窒素，リソ濃度（1983－1989，8月のデータの平均値）
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図2　県内湖沼のクロロフィルa，COD濃度

（1983－1989，

汚濁の進行を防ぎ，より効果的な水質保全の対策を

実施するためには，それぞれの湖沼に関する水質の実

態や水環境の特徴を的確に把握することが必要とされ

る。

そこで，水質悪化が問題となっている山ノ神沼の水

質調査，沼の水質に大きな影響を及ぼしていると思わ

れる流入排水路の水質調査及び流域の発生負荷量等の

調査を行ったのでその結果を報告する。

8月のデータの平均値）

2　山ノ神沼の概要

山ノ神沼ほ元荒川の西，蓮田市の北西部にある標高

‡0Ⅰ苅，面積3．59hq，平均水深1．5Tnの天然の沼てある。

蓮田台地の東経の谷底平地に位置L，幅約70ⅠⅥ，長さ

約5踊mの細長い沼である。沼の周辺の概略及び調査

地点を囲3に示す。

掛ま，古く江戸時代から周辺の水田の潅がい用水を

供給Lてきたと伝えられているが，昭和40年代前半に

元荒川の水を用水とLて使用するようになったため，

沼の用水機能ほ無くなり，以降は，釣り，散策等を通

じて親Lまれている。Lかし，近年の水質悪化により，

その親水性が大きく損なわれて釆ている。地図から求

めた流域面積ほ約70．2bGで，その土地利用区分の内訳

ほ畑・果樹園が乱5％，水田21．4％，針葉・広葉樹林

5．7％，荒れ地7．3％，宅地及びその他35．1％である。

沼の水質調査ほ県及び市によってそれぞれ年に2回

行われている。図1，2に示すように，過去7年間の

夏期データの平均値ほ，T－Nほ4．14m9／1，T－Pほ

0，392喝／1，クロロフィルaほ146〟g／1，CODほ24喝／1
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図3　山ノ神沼流域及び詞査地点

であった。これは県内の他の調査湖沼の平均値と比較

して，いずれも最も高い値である。また，昭和63年度

以降からほ，内堀排水路の潜流入地点から上流200m

の区間の水路底に15－20cm程度の砕石を並べた礫問浄

化によって，流入負荷の削減をはかる努力が蓮田市に

ょって行われている3）。



3　調査方法

平成元年7月18日，同年10月25日，2年1月18日，

同年6月27日に山ノ神沼及びその流入，流出水路を対

象に調査を行った。沼中央（D地点）では表層水と底

層水（1－1．3Ⅲ）を採取し，その他ほ表層水を採取し

た。また，第4回目の調査時にほ主要な流入排水路

（内堀排水路）において通日調査を行い，流入水質及

び水量の時間変動について検討した。

採水試料についてpH，EC，アルカリ度，COD，ク

ロ∵ロフィルa，SS，PO4－P，T－P，NH4－N，NO2

－N，NO3－N，T－N，SO42‾，Cl‾，MBAS・Na，

K，Mg，Ca，Fe，Mn・Cu，Znの分析を行った○ろ

過試料についてもCOD，T－P，T－N，Fe，Mnを測

定し溶存態量を求めた。また，7月と10月の沼中央表

層水についてAGPM試験を行ったo

NO3－N，SO42‾の分析は，イオンクロマトグラフ

法4）によった。クロロフィルaほ，GF／Cでろ過した

試料から90％アセトンで抽出し，吸光度を測定後SCOR

／UNESCOの式を用いて求めた5）o NH4－Nほ，湖沼

環境調査指針6）により，インドフェノール青吸光光度

法で測定した。その他の項目の分析はJ‡S R OlO2に

準拠Lて行った。AGPMの試験方法ほ須藤らの方法7）

を参考にLた。

4　調査結果及び考察

4・1気象状況8）及び水収支

調査が行われた時点の天廣ほ，第1回は曇り時々晴

れ，第2回ほ晴れ一時小雨，第3回は晴れ，第4回ほ

曇り一時小雨といずれも比較的落ち着いた天院であっ

た。ただL，第1回の7月18日ほ，16日に96皿，17日

に8皿（鴻巣気象観測所データ〕と多量の降雨後にな

った。各調査前5日間の積算降水量ほ，それぞれ132，

1，12，6ⅢⅢであった。調査期間中（1989年7月－

1990年6月）の気象状況を平年値（熊谷気象台，1951

年－1980年の平均値）と比較してみると，調査期間中

の総降水量ほ1229血で平年値の1207ⅢⅢと同程度であっ

た。なお，平成2年5，6月には記録的な高温となり，

降雨も非常に少ないことが特徴であった0

沼への流入水には，沼の北側の生活排水等を集めて

流入する内堀排水（A地点）があり，4回の調査では

いずれも流入が確認された。また，5月15日から9月

15日の昼間（6時－18時）には元荒川から周辺約40血

の水田の潅がい用水がポソプアップされており，平成

2年6月の調査時にほ落し水が一部沼南端に流入（F

地点）していた。しかし，この流入地点は沼水の流出

地点の近くであり沼全体の水質に及ばす影響は少ない

と考えられる。なお流出ほ南端の排水路（B地点）以

外の経路ほ確認されなかった○

衰1に流入流出水量データを示す。A地点の通日調

査の流入水量をみると，朝8時から11時と夜22時頃に

ピークを持ち，朝方にほはとんど流れがなくなってお

り，典型的な生活排水パターンを示している。これら

のデータから求めた晴天時の内堀排水路からの流入量

ほ約160Ⅱ㌔／日と推定された。B地点の流出水量のデー

タをみると，6月の水量ほ甘地点からの流入の影響を

受けて高くなっており，10月，1月のデータ（約0・002

ぷ／se。）が平水位時の平均的な流出水量と考えられる。

これほ約170ぷ／日で，先に求めた流入量にほぼ匹敵す

る。また，B地点の7月のデータは約0。1Ⅱf／secと高い

値を示し，降水時にほ流域からの流出がかなり大きい

ことが推測された。

囲4に調査期間中の沼面降水量及び沼面蒸発量の経

月変化を示す。沼面降水量は月降水量（鴻巣気象観測

所データ）から，沼面蒸発量ほPenmanによるDalton

聖経験式9）から，それぞれ算出Lた。内堀排水路から

の流入量を約16帽／日とLて算出した月排水流入量も

あわせて図示Lた。内堀排水路と沼面降水量の年間流

入水量の比ほ1：0，74であった。降水量の多い梅雨か

ら秋にかけては降水の流入水量が排水路の流入水量を

上回り，逆に，降水量の少ない冬にほ排水路からの流

蓑1流入流出水量（撼／sec）

流　　　　　 入 流　 出

年 月 日　 時
内孟 諾 意 銘　 打地 点 B 地 点

8 9／07／18 1 4時 0 ．01 3 8 0 ．09 5 7

8 9／10／25 10時 0 ，00 7 0 2 0．00 22 1

洲 ／01／18 1 1時 0 ．00 25 1 0．00 2 7 7

9 0 ／06 ／27 1 1時　14時 0．00 3 6 4　 0 ，

0，00 1 48

0．02 5 9

0 ．02 7 4

0．0 2 65

0 ．01 8 5

1 6時 0．00 0 9 4 8　　 0．03 2 9

19時 0 ．00 1 5 1

22時 0 ．00 4 0 7　　 0．00 0 5 6 3

9 0 ／06 ／28　 2時 0．00 0 7 3 2

6時 0　　　　　　 0 ．02 4 1

8時 0 ，00 2 1 4
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図4　水収支の季節変化

□排水流入量　十沼面降水量　◇沼面蒸発量

入水が流入水量の大半を占めていることが分かる。

4・2　水質の季節変化

沼の水質等に関する詳細な調査データは付表1に示

した。ここでほ，富栄養化に関する項目を中心に沼の

表層水，底層水，流入水の水質について述べる。

まず，蓑2に各調査日毎に沼3地点の表層の平均水

質を示す。表層水はpHが8．2【8．8と常に高く，また，

CODは10－18m9／1，T【Nは3．3¶5．8喝／1，T－Pは

0．09－0．19喝／1，クロロフィルaほ54－197〟g／1と値が

非常に高い範囲にあった。従って，富栄養状態にある

と判断される。各項目の季節変化をみると，COD，T

＋㌣クロロフィルaのよう＿に生物生産活動にともな

って春から夏に値が上昇する項目は牒月に最大値を示

Lている。一方，T－N，EC，Clは1月に最大を示L，

他の項目でも1月のデータほ10月のデータと比較Lて

同程度あるいほ高い値を示Lているものが多い。1月

の水質が悪化Lていることが特徴的であった。昭和58

年度以降の山ノ神沼の表層データ2）〔衰3〕をみても，

やほり近年冬期のpH，クロロフィルaが高くなってい

ることが分かる。表4に示Lた7月及び10月の沼中央

表層のAGPM試験の結果から，沼の水質はリソ制限に

なっているものと判定された。

付表1から沼の流入側，中央，流出側の3地点間に

大きな水質の違いほみられなかった。しかし，流入側

地点（Cl）の濃度が他の地点よりも高くなる傾向が認

められた。これは，内堀排水路からの高濃度のアンモ

ニウムイオンや溶存態リソの流入の影響を受けたもの

といえる。

－67－

表2　山ノ神沼表層（3地点）平均水質の季節変化

89／07／18　89／10／25　90／01／18　90／06／27

COD　（叩／l）

s－COD＊（m9／1）

T－N　（m射1）

s－T－N串（m射1）

NO2－N（m9／1）

NO3－N（叩／1）

NHヰーN（m9／1）

T－P　（m9／1）

s－T－P＊（m9／1）

POヰーP（叩／王〕

Chl【且　毎g／1）

pH

EC　（〟S／C氾）

Cl　（喝／1）

呂04　（喝／1〕

MBAS（m9／王）

Na　　（m9／1）

K　　（m抑）

Ca　　（m射l〕

Mg　（n9／1）

Fe　　（喝／Ⅰ）

Mn　　（m9／Ⅰ〕

130　　　10．4　　　16．8　　　17．9

6．3

4．24

2．96

0．08

2．17

0．14

0．165

0．038

0．004

154

呂8

260

263

16．6

0．03

13．0

6．9

175

7．4

0．2

0．2

5．3　　　　　8．9　　　　　9．6

5，20　　　　5．83　　　　3．30

4．24　　　　4．54　　　1．80

0．07　　　　0．03　　　　0．08

3，28　　　1．97　　　　0．33

0．56　　　1．95　　　　056

0．094　　　0．146　　　0192

0．013　　　0．022　　　0．040

0▼002　　　0．001　　　0．001

54　　　　　56　　　　197

83　　　　　日．6　　　　　8．2

280　　　　　332　　　　　320

28．0　　　　38．8　　　　34．9

13．2　　　14．3　　　　24．8

0．0三≧　　　　0．08　　　　0．04

13．8　　　19．4　　　　204

7．2　　　10．8　　　　日．8

172　　　　182　　　　20，5

9．0　　　　　9．9　　　　　7．7

0．3　　　　　0．4　　　　　0，6

0．1　　　　0．1　　　　0．3

＊s－は溶存意であることを表わしている。

沼中央でほ底層水も採取L表層水との比較を行った

が，水深が浅いために，表層水と同程度の値を示す項

目が多かった。しかし，底層水の7月及び6月のpH

ほ7．77，7．57，DOほ7．92，3．20喝／1，クロロフィルa

ほ117，148βg／1と表層水に比べてかなり低い値を示し



表3　　山　ノ　神　沼　表　層　の　デ　ー　タ

全水深透明度　水温　pH DO COD SS T－N T－P Chトチ　EC
（咽／l）（m9／1）（喝／1）（喝／l）（m9／l）払g／l〕払S／Ⅷ）（皿）　（m）（℃）

Org－N PO4－P NH4－N NO2－N NO3－甲
（喝／l）（喝／1〕（m射1）（n9／1）

1．7　　0．30　32．5　10．2　14．1　39．8

2．0　　0．50　6．0　　8．2　11．4　　9．7

1．2　　0．20　34．5　10．0　20．6　　9．3

0．9　　0．40　8．0　　7．4　10．0　15．9

1．8　　0．20　32．0　　9．6　22．2　38．4

1．5　　0．50　6，5　　7．0　11．6　10．4

1．8　　0．50　29．5　　7，110．7　　9．1

1．5　　0．40　2．5　　7．7　13．9　10．9

1．8　　0．20　30．5　10．118．6　43．1

1．6　　040　7．0　　7．8　13．3　15．3

1．7　　040　29．6　　83　　9．9　14．2

75　4．04　0．230　227．00　　299．5

11　6．25　0．090　53．80　　353．0

52　2．84　0750139．00　　312．0

29　4．38　0．140　　9．49　　3470

72　4．46　0．760　76．50　　258．0

19　4．79　0．220　17．90　　317．0

18　4．32　0094　22．10　　282．0

13　5．86　0．111　22．50　334．0

73　4．46　0400190．00　303．0

19　5．05　0．150106．00　　290，0

22　3．94　035417800　　284．0

1．7　　0．35　4．9　8．013．312・2　12　3・84　0・105　48・60　33乱0

1．9　　0．70　28．3　9．016．514・0　14　4・93　015418900　304・0

1．6　　0．2510．4　8．817．6　40．0　20　7・82　0・258　53■鮒　293・0

1．6　　0．3818．7　　85　14．6　20．2

2．0　　0．70　34．5　10．2　22．2　43．1

0．9　　0．20　2．5　　7．0　　9．9　　9．1

3，80　＜0．01

1．26　＜001

1．56　＜0．15

073　＜0．04

3．55　　0．220

0．78　＜0．01

0．72　　0．020

0，54　　0．029

3．66　　0．014

1．58　＜仇01

171　0．010

1．27　＜0．01

1．77　＜0．005

6．06　＜0．005

32　4．78　0．273　95．27　　308，2　　2．07

75　7．82　0．760　227．00　3530　　6・06　0・220

112．84　0．090　　9．49　258．0　　0．54　＜0・005

0．01＜0．01　＜0，5

2．62　　0．060　　1．80

0．55　　0．010　＜0．01

0．83　　0．030　　2．17

0．24　＜0．01　＜0．01

1．99　　0．040　　1．98

0．24　　0．070　　170

2．02　　0．030　　1．87

0．27　＜0．005　　0．16

1．44　　0．049　　1．98

0．29　　0．080　　1．59

0．75　　0．050　　1．89

0．17　　0．089　　2．76

0．02　　0．043　　1．80

0．82

2．62　　0．089　　2．76

0．01＜0．005　＜0．01

表4　沼中央表層水のAGPM（m9／1）の結果

採水月 日 プラソ ク　　 P 添加　　　 N 添加

7／18 47　　　　　 55　　　　　 45

10／25 29　　　　　　 53　　　　　　 25

ており，夏期では表層と底層で生物生産活動の差が現

れたものといえる。

A地点からの流入水質の季節変化を表5に示す。

CODは3．2－37．2m9／1，T－Nは8．41－13．4m9／1，T－

Pは0．07－1，48喝／1と非常に変化が大きい。冬期の1

月及び渇水時の6月のデー封ま，降雨後の調査で流量

も多かった7月及び10月のデータと比較して非常に高

い値を示Lている。また，蓮田市で毎月行っている内

堀排水路の調査データ（昭和63年4月一平成2年3

月〕3）によれは，BODほ2．0－59．9喝／1，T－Nほ4・09－

17．6m9／1，T－Pほ0．1鉱一1て8m9／1の範囲にあり，や

ほり月変動が非常に大きく，冬期に濃度が高くなる傾

向を示していた。

4・3　内堀排水路における通日調査

第3回までの調査及び周辺調査結果から，内堀排水

路からの生活排水の影響が大きいことが予測された○

そこで，流入地点（A地点）で昼間3時間，夜間4時

－68－

（埼玉県環境自書，湖沼調査結果より作成）

衰5　流入水の水質の季節変化

89／07／18　89／10／25　90／01／18　舗／06／27

COI〕（喝／1）

s－COD＊（喝／1）

T－N　（m射1）

spT－N＊（m9／l）

NO2血N（喝／1）

NO3－N（m射l）

NH4－N〔咽／1）

T－P　（喝／り

昌一T－P（喝／1）

ロコ4－P（m9〃）

Cbl－a（βg／1）

pH

EC　（〟S／Cm）

Cl　（喝／l）

SO4　（叩／Ⅰ）

MBAS（mg／1）

Na　　（喝／l）

K　　（喝／l）

Ca　　（m9／1）

Mg　（喝／1）

Fe　　（m9／1）

Mn　　（m9／l）

4．6　　　　37．2　　　　23．1

4．2　　　　26，9　　　16．7

11．2　　　13．4　　　乱67

11．0　　　12．6　　　7．51

0．42　　　0．53　　　0．03

乱82　　　1．52　　　　0．41

1．63　　　9．4ヨ　　　6．05

0．224　　　1．48　　　0．825

0．193　　　1．16　　　0．601

0．16⊥1　　0．951　　0．485

1．9　　　　66．5　　　　51．5

6，8　　　　75　　　　7．7

370　　　　530　　　　500

34．1　　　62．8　　　62．1

19．3　　　　28．6　　　23．5

0．80　　　6．57　　　4．16

16．8　　　　33．3　　　　41．9

6．4　　　11．9　　　10．8

21．4　　　　21．1　　　22．5

11．0　　　10．0　　　　9．4

0．1　　　　0．2　　　　8．3

8．1　　　0．05　　　　0．1

事s－ほ溶存意であることを表わしている。



問おきの通日調査を行い，流入水量及び水質の変動を

把握した（付表2）。

水量変化ほ4・1（表1）で記述したように！朝の

炊事・洗濯と夜の炊事・入浴等による2山型のピーク

を示す典型的な生活排水のパターンであった。

囲5に主な水質項目の濃度の時間変化を示す。BOD，

COD，T－N，NH4－Nの値ほ互いに相関が高く，

午前11時から翌朝2時の調査データほ変動が小さく，

朝8時に高い値を示す変化パターンであった。朝8

時の値ほBOD38．3喝／1，N王i4－N9．47m9／1でかなり

汚濁した排水が流入している。一方，T－P，PO4－P

ほ午前11暗から翌朝2時にかけて徐々に増加し，8時

の値ほ減少した。深夜2時に濃度ピークが観察されて

いるのは，19時から22時にかけて降った小雨の影響と

も考えられるし，また，かなり高濃度の排水が少量排

出されている可能性もある。
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BOD，T－Pの時間別の負荷量について比較Lたも

のを囲6及び図7に示す。いずれも22時にピークを持

っていることがわかる。BODの負荷量は午前中（8

時，11時）に約46％と多く，T－Pの負荷量は夜間（22

時）に約34％と多いことが示されている。これほ，炊

事，洗濯，入浴の影響によると考えられる。

沼に対する1日の流入負荷量を算出した結果，BOD，

COD，SS，T－N，T－Pでほそれぞれ4．1，3，8，0．86，

1．6，0．19k9／日と推定された。

4・4　内堀排水路流域の汚濁発生負荷量

汚濁発生源は一般に生活系，産業系，畜産系及びそ

の他系に区分される。内堀排水路の流域には産業系，

畜産系に区分されるものはなく，生活系とその他系に

ついて発生負荷量を算出した。生活系算出に使用した

流域人口，生活排水処理形態割合，また，その他系の

11時　　14時　　16時　　19時　　　22時　　　2時　　　6時　　　8時

囲5　内堀排水路水質の時間変動

⊂〕BO工〉　＋COD OT－P　△T－N）くNHヰ＋N

図6　BODの時間別負荷量割合

6月27日11時－28日8時

ー69－

22時（34．1％）

囲7　T－Pの時間別負荷量割合

6月27日11時－28日8時



算出に使用した土地利用区分別面積を蓑6に示す0県

水質環境情報システムで採用している原単位を基にして

算出した結果，BOD，COD，SS，T－N，T－Pの発

生負荷量はそれぞれ27，16，36，5．7，0．59k9／日と推定

された。BOD，COD，SS，T－N，T～P負荷量に占

める発生源別の割合を図8に示す。BODほ雑排水の占

める割合が92％と非常に高い。COD，SSほBODと同

様に雑排水に由来する割合が高い。一方，T－N，T－

Pではし尿の占める割合がそれぞれ46，49％と最も高

い。また，7－Nでほ水田からの寄与も13％と高い値

を示していた。

ここで求めた発生負荷量と4・3で求めた流入負荷

量から，A地点における汚濁流達率を計算すると，

BODO．15，CODO．24，SSO・02，T－NO・28，T－P

o．32となった。流達率ほ，排水路の整備状況，構造，勾

配及び流程，並びに流域の面積，市街化の状況など多く

の因子に影響される。BODの流達率がかなり小さい

値を示したのは，流量が少ないこと，勾配が小さいこ

と等の理由のためと考えられる。また，今回の調査

は礫間浄化施設の末端で採水しているため沈澱によ

る除去効果の大きいSS，BOD！CODの流速率が小さ

くなったとも考えられる。

4・5　山ノ神沼充填の汚濁発生負荷量

内堀排水路流域と同様の手順で，山ノ神沼流域全体か

らの汚濁発生負荷量を算出Lた。山ノ神沼流域ほ，内堀

排水路の流域に比較Lて畑t果樹園が多く，宅地・その

他が少ない。また，発生負荷量とLて大きな割合を占め

0

　

　

9

　

　

8

　

　

7

　

　

膏

b

表6　内堀排水路及び山ノ神召流域の諸元

表6－1　流　域　人　口

（流域軒数×地区平均世帯人員）

貝塚地区　 板金地区　　　 計

流　 域　 軒 数 8（32） 197（274） 205（306）

平均世帯人員

流 域 人 口

3．52　 4．05

28（113） 798（1110） 826（1 223）

（）：山ノ神沼流域

表6－2　し尿あるいほ生活排水処理形態内訳

項　　　　　 目 ％

公　 共　 下　 水　 道 0

浄　 化　 槽　 単　 独 44 ．9

浄　 化　 槽　 合　 併 9．2

し　 尿　 く　 み 取　 り 54．1

表6－3　土地利用区分

項　　　　　 目 bn

水　　　　　　　　 田 9．59 （15．04）

畑 ・ 果　 樹　 林 11．76 （21．44）

針 葉 ・ 広 葉 樹 2．17 （3．97）

荒　　　　　　　 地 2．82 （5．16）

宅 地 を 含 む そ の 他 17．61 （24．飢〕

（〕：山ノ神沼流域

％
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項　目

図8　内堀排水路流域の発生負荷量の発生源別割合

田し尿斑雑排水因山林国水田封その他
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BOD COD SS T－N T－P

項　目

図9　山ノ神沼流域の発生負荷量の発生源別割合

田し尿田＃排水盟牛田山林田水田濁その他

る畜産系（3畜舎，牛約120頭）の排水がある。特に

処理施設ほなく地下浸透しているとのことであるが，

畜舎が沼に近接しているため，排水あるいは排せつ物

の流出の影響は特に降雨時に大きいと思われた。山ノ

神沼流域の発生負荷量は，BOI〕，COD，SS，T－N，

T－Pでそれぞれ49，30，89，13，1．6k9／日と推定され

た。BOD，COD，SS，TtN，T－P負荷量に占める

発生源別の割合を囲9に示す。BODほ，内堀排水路と

同様に，菓匡排水の占める割合が77％と高い。COD，

SSの場合もやほり雑排水に由来する割合が高くなっ

ている。一方，T－N，T【Pでは畜産系（牛）の占め

る割合がそれぞれ34，43％と最も高い。ただL，今回

の算出では畜産系排水の大地還元率を90タ首と考えて計

算Lているが，この値は実際の処理方法によりかなり

幅のあるものと考えられる。

以上の発生負荷量の算出においては特に次の2点の

問題があった。

①　流域の区分及び生活排水処理形態の把握が難しい0

④　非特定汚染源である農業地域の面積割合が大きい

が，排出負荷量に関する現地調査は行わなかったた

め，地域に即Lた原単位の値を用いることができな

かった。

従って，算出された値及びそれから得られた流達率の精

度には幅がある。また，多量の降雨後の調査となった7

月の流量測定値から，降雨時にほ多量の汚濁物質の流入

があると考えられた。T－N，T－Pに関して大きな負

荷を持っていると推定される降雨時の牛舎からの排出

水等についても詳細な調査を行うことにより更に精度

の向上が望めるものと思われる。

現在沼の周辺ほ休耕田が多くなり，沼の水質の悪化

とともに流域自然環境の悪化も問題となってきている

と思われた。

5　ま　と　め

水質悪化が問題となっている山ノ神沼及びその流入

出水路を対象に調査を行った。その調査結果ほ次のと

おりであった。

1〕沼への流入水にほ，沼の北側の生活排水等を集め

る沼北端の内堀排水路があり，晴天時の流入量ほ約

160Ⅰ迂／日と算出された。また，5月から9月の期間

にほ沼南端付近に田圃からの蕎L水の流Åがみられ

るが，この流入地点は沼水の流出地点の近くにあり，

沼全体の水質に及ぼす影響ほ少ないと考えられる0

2）沼の表層水のp王iほ8，2－8．8と常に高く，また，

CODは10－18m9／1，T－Nほ3．3鵬5．帥9／1，T－Pほ

0．09－0．19m9／1と汚濁の進んでいる様子を表してい

た。中でも，クロロフィルaは54－197〟g／1と非常に

高い値を示し，沼水ほ富栄養状態にあると判断され

た。一方，AGPM試験の結果から，沼水はリソ制限

になっていると判定された。

3）内堀排水路で通日調査を行った結果，流量変化は

典型的な2山型の生活排水パターンを示した0調査

データから1日の流入負荷量を算出した結果，BOD，

CO］⊃，SS，T－N，T－Pでそれぞれ4・1，3・8，0・86，

1．6，0．19k9／目であった。

－71－



4）内堀排水路流域の発生負荷量ほ，BOD，COD，

SS，T－N，T－Pでそれぞれ27，16，36，5．7，0．59

毎／日と推定された。これらの発生源別の寄与をみ

ると，BODでは雑排水の占める割合が92％と非常

に高い。一方，T－N，T－Pでほ，し尿の占める割

合がそれぞれ亜，49％となった。なお，T岬Nでは水

田からの寄与が13％と高い値を示した。

5）山ノ神沼流域全体からの発生負荷量ほ，BOD，

COD，SS，T－N，T－Pでそれぞれ49，30，89，

13，1．6k9／日と推定された。この中でほ全体的に畜

産系からの負荷量の占める割合が大きいことから，

今後糞尿等の扱いや排水処理方法の詳細に関して把

握する必要があるものと思われる。
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項　 目　　　　　 年 月 日
流　 入　 流　 出

沼 表 層

施 人 側 中 心 流 出 側 平 均 串1 全 平 均 ＊2 最 大 最 小

沼 庶 層 全 平 均 粛

D ：≧
A　　　　　 B C I　　　 D I　　　 E l

水　　 温　 ℃　　 89 ／0 7／1 8 1 8 ．9　　　 2 4 ．1 2 4 ．1　　 23 ．4　　 23 ．7　　　 2 3 ．7 2 2．1

1 4．78 9／1 0／2 5 1 5 ．6　　　 14 ．5 1 5 ．5　　 15 ．7　　 15 ．4　　 1 5．5

9 0 ／0 1／1 8 3 3　　　　 4 ．4 4 ．2　　　 4 ．1　　　 3 ，9　　　 4．1 4．0

9 0／0 6／2 7 2 4 ．2　　　 2 6 3 2 5 ．呂　　 2 6 ．0　　 26 ・1　 2 6 ・0　 1 7 13　　 2 6・1　　 3 ・9 2 5．8　　 16 ．7

透 明 度　 m　　 89／0 7／1 8 0．6 0　　 0 6 0　　 0 ，60　　 0 ・60

しコ己．　　　　 8 9／1 0 ／2 5 0 ．6 8　　 0．63　　　 0 ．62　　 0 ，6 2

9 0 ／0 1 ／1 8 0 ．5 0　　 0 ．50　　 0 ．50　　 0 ．5 0

舗 ／06 ／2 7
0 ．5 0　　 0．5 4　　 0 ．52　　 0 5 2　　 0 ■5 6　　 0・鑓　　 0 ・5 0

透 視 度　 皿　　 89 ／0 7 月 8 ＞ 5 0　　　 38 ．5
コこ＿　　 89 ／1 0 ／2 5　　90 ／0 1／1 8

＞ 5 0　 2 4 月

1 5 ．0　 2 1．0

　　　　 90 ／0 6 ／2 7

H　　　 89 ／0 7／1 8

1 6 5　 2 5 ．0

6 ．6　 8．5 乱 8　　　 乱9　　　 8 7　　　 呂．8 7，8

p　　　　　　 89 ／1 0／2 5
6 ．8　　　　 8．8 8 ．1　　　 乱3　　　 呂 6　　　 乱3 乱4

粥 ／0 1／1 8 7．5　　　　 8 ．1 乱 5　　　 8．7　　　 8 ．5　　　 8．6 8．6

9 0 ／0 6／2 7 7．7　　　　 8 ．4
8 ．2　　　 7．9　　 8 ．5　　　 乱2　　 8 ・5　　　 8・9　　　 7 ・9 7．6　　　　 乱 1

D O　　　 喝 ／1　 89／0 7／1 8 1 0 3 1 3 ．2　　 12 ．3　　 14 ．1　 1 3 ．2 7 ．9

8 9／1 0 ／2 5 4 ．5　　 11 ＿6 1 2．5　　 13 0　　 13 ．2　　 12 ．9 1 2 ．0

9 0／0 1 ／1呂 1 0 ．5　　 13 ．8 1 6．1　 1 6 ．3　　 15 ．5　　 16 ．0 1 6 ．0

9 0 ／0 6 ／2 7 4 ．2　　　　 7 ．8 8 ．3　　　 7 ，3　　　 乱7　　 臥 1　 1 2 ・5　 1 6 ・3　　　 7・3 3．2　　　　 9 ．8

C O D　　　 工唱 ／1　 89 ／0 7 ／1 8 3．2　　 10 ．7 1 3 ．1　 1日．9　　 1 2．9　　 13 －0 1 0 ．8

8 9 ／1 0 ／2 5 4 ．6　　 12 ．1 1 0 ．6　　 1乱 2　　 10 ．3　　 10 ．4 1 1．2

9 0 ／0 1／1 8 3 7 ．2　　 15 ．9 1 6 ，2　　 17 ．5　　 16 ．6　　 16 ．8 1 8 ．1

9 0 ／0 6 ／2 7 2 3 ．1　　 1 7．3 1乱 8　 1 7 ．0　 1 8 ▲1　 1 7 ．9　 1 4・5　 1乱 8　 1 0・2 1 6 ．4　　 14．1

S－ C O D　 【唱 ／1　 89 ／0 7 ／1 8 2 ．7　　　　 6 ．2 6 5　　　 6．3　　　 6 ．2　　　 6 ．3 6 ．0

8 9 ／1 0 ／2 5 4 ．2　　　 5 ．4 5 ．1　　 5 ．2　　　 5 ．5　　　 5 ．3 5 ．3

邪 ／0 1／1 8 2軋 9　　　 8 月 8 ．7　　　 9 ．3　　　 乱 8　　　 乱9 1 0 ．1

9 0 ／0 6／2 7 1 6 ．7　　　　 9 ．5 乱7　　 9．3　　　 9 ．7　　　 9．6　　　 7 ・5　　　 9・7　　 5 ・1 9．2　　　　 7 ．6

T N　　　　 喝 ／1　 8 9／0 7 ／1 8 8 ．4 1　　 3 ．6 6 4 ．3 8　　 4 ．15　　　 4．2 0　　 4 ．24 4 ．3 8

8 9／1 0 ／2 5 1 1．2　　　 5 ．09 5 ．5 8　　 5 ．12　　　 4 ．9 9　　 5 ．20 5 ．1 9

郭 ／0 1 ノ1 8 1 3．4　　　 5 ．5 7 5 ．5 7　　 6 ，2 2　　 5 ．6 9　　 5 ，83 7 ．5 7

9 0 ／0 6 ／2 7 8 ．6 7　　　 3．2 4
3 ．4 7　　 3 ．13　　 3 ．3 0　　 3 ．30　　 4 ■64　　 6 ・22　　 3・13 3 ．3 0　　　 5．1 1

S － T N　　 mg ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 軋 3 2　　　 2．6 6 3 ．1 6　　 2．8 1　　 2 ．92　　　 2 ．9 6 3 ．2 1

8 9 ／1 0 ／2 5 1 1 ．0　　　 3 ，9 0 4 ．4 3　　　 4．25　　　 4 0 4　　　 4．2 4 3 ．9 7

舗 ／0 1／1 8 1 2 ．6　　　 4 ．3 4 4 ．2 9　　 5 ．0 2　　 4 ．3 1　　 4．5 4 5 ．7 4

鮒 ／06 ／2 7 7．5 1　　 1 ．72 1．7 5　 1 ．8 3　 1．8 3　 1．8 0　　 3 ・3 9　　 5 ・0 2　 1・7 5 1．8 8　　　 3 ．70
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号

項　 目　　　　　 年 月 日
流 入 流 出

A　 B

留 蓑 層

流 入 側 中 心 流 出 側 平 均 ＊1 全 平 均 享2 最 大 最 小

C I D I E l

讐 層 全 平 針

N O 2 － N　 m 9 ハ　 8 9 ／0 7 ／1 8 0 ．3 5　　　 0 ．0 7 0 0 8　　　 0 ．0 8　　　 0 ．0 8　　　 0 ．0 8 0 ．0 8

8 9 ／1 0 ／2 5 0 ．4 2　　　 0 ．0 7 0 ．0 8　　　 0 ，0 7　　　 0 ．0 7　　　 0 ．0 7 0 ．0 7

9 0 ／0 1 ／1 8 0 ．5 3　　　 0 0 3 0 ．0 3　　　 0 ．0 3　　　 0 ．0 3　　　 0 ．0 3 0 ．0 3

郭 ／0 6 ／2 7 0 0 3　　　 0 ．0 9 0 ．0 8　　 0 ．0 8　　 0 ，0 8　　 0 ．0 8　　 0．0 7　　 0 ．0 8　　　 0 ，0 3 0 ．0 8　　　 臥 0 7

N O 3 － N　 m 9 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 7 ．2 5　　 1 ．8 9 2 ．3 4　　　 2．0 3　　　 2 ．1 3　　　 2 ．1 7 2 ．4 2

8 9 ／1 0 ／2 5 8 ．8 2　　　 3 ，0 8 3 ．4 7　　　 3 ．2 9　　　 3．0 8　　　 3 ．2 8 3 ，0 0

餅）／0 1 ノ1 8 1 ．5 2　　 1．7 4 1 9 1　　 1 ．9 9　　　 2 ．0 2　　 1．9 7 1 ．9 7

！氾／0 6 ／2 7 0 4 1　　 0．2 8 0 ，－2 8　　 0 ．3 3　　　 0 ．3 8　　 0 ．3 3　　 1 ．9 4　　 3 ．4 7　　 0．2 8 0 3 8　　　 1．9 4

N H 4 － N　 皿9／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 0 ．7 9　　　 0 ．3 2 0 ．2 7　　　 0．0 8　　　 0 ．0 8　　　 0．1 4 0 ．0 8

8 9 ／1 0 ／2 5 1 ．6 3　　　 0 5 0 0 6 1　　 0 ．5 2　　　 0 ．5 5　　　 0．5 6 0 ．5 6

90 ／0 1 ／1 8 9 ．4 2　　 1．6 2 1 ．7 9　　　 2 3 5　　 1 ．7 1　　 1．9 5 3 ．2 2

餅）／0 6 ／2 7 6 0 5　　　 0．4 4 0 ．6 0　　　 0 ．5 9　　　 0 ．4 9　　　 0 ．5 6　　　 0 ．8 0　　　 2 ．3 5　　　 0．0 8 0 ．6 9　　　 1 1 4

T P　　　　 m 9 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 0 ，0 7 0　　 0．1 3 2 0 ．1 7 5　　 0 ．1 6 4　　 0 ．1 5 6　　 0 1 6 5 0 ．1 5 6

8 9 ／1 0 ／2 5 0 ．2 2 4　　 0 ，1 0 6 0 ．1 1 1　　 0 0 8 5　　 0．0 8 7　　 0 ．0 9 4 0 ．1 1 8

潔〕／0 1 ／1 8 1 ．4 8　　 0．1 3 1 0 ．1 4 4　　 0 ．1 5 1　 0 ．1 4 4　　 0 ．1 4 6 0 ．1 5 2

謙）／0 6 ／2 7 0 ．8 2 5　　 0 ．1 8 2 0 ．2 0 9　　 0 ．1 7 5　　 0 ．1 9 2　　 0 ．1 9 2　　 0 ．1 4 9　　 0．2 0 9　　 0 ．0 8 5 0 ．1 8 7　　 0 ．1 5 3

S － T P　　 m 9 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 0 ．0 4 6　　 0 ．0 2 8 0 ．0 4 6　　 0 ．0 3 7　　 0．0 3 2　　 0 ．0 3 8 0 ．0 2 8

8 9 ／1 0 ／2 5 0 ．1 9 3　　 0 ．0 1 2 0 ．0 1 4　　 0 0 1 2　　 0．0 1 3　　 0 ．0 1 3 0 ．0 1 3

洪〕／0 1 ／1 8 1 ．1 6　　 0 ．0 2 2 0 ．0 2 2　　 0 、0 2 4　　 0．0 2 1　　 0 ．0 2 2 0 ．0 2 5

餅〕／0 6 ／2 7 0 ．6 0 1　　 0 ．0 3 6 0 ．0 4 4　　 0 ．0 3 6　　 0．0 4 1　 0 ．0 4 0　　 0．0 2 9　　 0．0 4 6　　 0 ．0 1 2 0 ．0 3 5　　 0 ．0 2 5

P O 4 － P　　 m 9 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 0 ．0 3 2　　 0 ．0 0 2 0 ．0 0 5　　 0 0 0 4　　 0．0 0 3　　 0 ，0 0 4 0 ．0 0 3

8 9 ／1 0 ／2 5 0 ．1 6 4　　 0 ．0 0 3 0 ．0 0 3　　 0 ．0 0 2　　 0．0 0 1　 0 ．0 0 2 0 ．0 0 3

舗 ／0 1 ／1 8 0 ．9 5 1　　 0 ．0 0 2 0 ，0 0 1　　 0 ．0 0 1　　 0 0 0 1　　 0 ．0 0 1 0 ．0 0 1

舗 ／0 6 ／2 7 0 4 8 5　　 0 ．0 0 1 0 ．0 0 2　　 0 ．0 0 1　 0 ．0 0 1　 0 ．0 0 1　 0 ．0 0 2　　 0．0 0 5　　 0，0 0 1 0 ．0 0 2　　 0 ．0 0 2

E C　　　 〟 S ／C m　 8 9 ／0 7 ／1 8 3 5 0　　　　 2 6 0 2 6 0　　　 2 6 0　　　 2 6 0　　　 2 6 0 2 7 0

8 9 ／1 0 ／2 5 3 7 0　　　　 2 8 0 2 8 0　　　 2 8 0　　　 2 8 0　　　 2 8 0 2 8 0

淡）／0 1 ／1 8 5 3 0　　　 3 3 5 3 2 0　　　 3 4 0　　　 3 3 5　　　 3 3 2 3 6 0

沃）／0 6 ／2 7 5 0 0　　　 3 2 0 3 2 0　　　 3 2 0　　　 3 2 0　　　 3 2 0　　　 2 9 8　　　 3 4 0　　　 2 6 0 3 2 0　　　 3 0 8

S S　　　　 m 9 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 ＜ 1　　　 8 ．6 1 4 ．4　　 1 2 ．0　　 1 1 ．6　　 1 2 ．7 8 ．8

8 9 ／1 0 ／2 5

舗 ／0 1 ／1 8 2 1 ．7　　　 1 0 ．2 1 5 ．0　　 1 3 ．0　　 1 2 ．0　　 1 3 ．3 1 2 ．7

鯛 ／0 6 ／2 7 4 ．8　　　 1 4 ．4 3 ．6　　　 8 ．0　　　 7 ．0　　　 6 ．2　　　　　　　 1 5 ．0　　　 3 ．6 1 4 ．8

S O 4　　　 m 9 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 2 6 2　　 1 6 ．3 1 6 ．7　　 1 6 ．4　　 1 6 ．7　　 1 6 ．6 1 6 ．7

8 9 ／1 0 ／2 5 1 9 3　　　 1 3 ．5 1 3 ．1　　 1 3 2　　 1 3 ．3　　 1 3 2 1 3 ．4

9 0 ／0 1 ／1 8 2 乱 6　　　 1 2 ．5 1 3 ．9　　 1 4 ．5　　 1 4 ．6　　 1 4 ．3 1 4 ．8

9 0 ／0 6 ／2 7 2 3 ．5　　　 2 1 ．5 2 4 ．1　　 2 5 ．2　　 2 5 ．2　　　 2 4 ．8　　 1 7 ．2　　 2 5 ．2　　 1 3 1 2 5 ．2　　 1 7 ．5

C 王　　　　　 喝 ／1　 畠9／0 7 ／1 8 3 5 ．5　　　 2 5 9 2 6 ．6　　　 2 5 ．9　　　 2 6 ．3　　　 2 6 ．3 2 6 3

8 9 ／1 0 ／2 5 3 4 ．1　　　 2 9 ，1 2 9 ．1　　 2 9 ．1　　 2 5 ．9　　　 2 8 ．0 2 9 ．1

9 0 ／0 1 ／1 8 6 2 ．8　　　 3 9 ．4 3 7 ．6　　　 3 9 ．4　　　 3 9 ．4　　　 3 8 ．8 3 9 ．7

9 0 ／0 6 ／2 7 6 2 ．1　　　 3 5 ．9 3 乱 7　　　 3 6 ．2　　 昌5 ．9　　 3 4 9　　 3 2 0　　 3 9 ．4　　　 2 5 9 3 5 ．5　　　 3 2 ．6

M B A S　　 m 9 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 0 ．2 1　　　 0．0 2 0 ．0 3 0 0 2

8 9 ／1 0 ／2 5 0 ．8 0　　　 0．0 2 0 ．8 2 0 ．0 2

9 0 ／0 1 ／1 8 6 ．5 7　　　 0 0 9 0 ．0 日 0 ．0 8

9 0 ／0 6 ／2 7 4 1 6　　　 0 ．0 4 0 ．0 4　　 0．0 4　　 0 0 4　　　 0 ．0 4　　 0 0 4　　 0 0 8　　 0 ．0 三∃ 0 0 4　　　 0 （）4

ア ル カ リ　 m 9 当 量　 鍋 ／0 7 ／1 呂 0 ，8 0 4　　 1 ．0 3 1 ．0 0　　 1．0 5　　 1．0 4　　 1．0 3 1 0 3

度　　　　 ／1　 8 9 ／1 0 ／2 5 1 ．0 6　　 1 ．1 2 王．1 0　　 1．1 0　　 1．1 1　　 1．1 0 1 0 9

9 0 ／8 1 ／1 8

9 0 ／0 6 ／2 7 2 ．壬0　　　 1．1 9 1 ．2 3　　 1 2 0　　 1．9 8　　 1．4 4　　　　　　　 1，9 0　　 1 ．0 0 1 ．9 0

タ ロ ロ フ　 〟 g ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 2 ．6　　　 1 0 0 1 7 1　　 1 4 9　　　 1 4 2　　　 1 5 4 1 1 7

ィ ル a　　　　　　　 8 9 ／1 0 ／2 5 1 ．9　　　 6 4 ．4 5 3 ．5　　　 5 2 ．3　　　 5 6 ．7　　　 5 4 ．1 7 0 ．9

9 0 ／8 1 ／1 8 6 6 ．5　　　 5 3 ．4 4 乱 4　　　 5 8 ．5　　　 6 2 ．1　　 5 6 ．3 6 0 ．9

9 0 ／0 6 ／2 7 5 1 ，5　　　 1 4 7 1 9 1　　 1 7 0　　　 2 3 0　　 1 9 7　　 1 1 5　　　 2 3 0　　　 4 呂．4 1 4 8　　　 9 9 ．2

N a　　　　 m 9 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 1 6 ．5　　　 1 3 1 1 3 ．0 1 3 ．2

8 9 ／1 0 ／2 5 1 6 ．8　　 1 3 ．6 1 3 ．8 1 3 ．6

9 0 ／0 1 ／1 8 3 3 ．3　　　 1 9 ．9 1 9 ．4 2 0 ．1

9 8 ／0 6 ／2 7 4 1 9　　　 2 0 ．5 2 0 ．9　　 2 0 ．2　　　 2 0 ．2　　　 2 0 ．4　　 1 6 ．6　　　 2 0 9　　 1 3 ．0 2 0 ．5　　 1 6 ．9

E　　　　 【唱／Ⅰ　 8 9 ／0 7 ／1 8 6 ．9　　　　 6 ．8 6 ．9 6 ．8

8 9 ／1 0 ／2 5 6 ．4　　　　 7 ．2 7 ．2 7 1

淡）／0 1 ／1 8 1 1 ．9　　 1 0 ．7 1 0 ．8 1 2 ．0

9 0 ／0 6 ／2 7 1 0 ．8　　　　 8 ．6 9 ．0　　　 8．7　　　 8 ．6　　　 乱 8　　　 8 ．4　　 1 0 ．8　　　 6．9 8 ．7　　　　 8 ．7

C a　　　　 喝 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 2 1 ．5　　　 1 7 ．5 1 7 ．5 1 7 3

8 9 ／1 0 ／2 5 2 1 ．4　　　 1 6 ．7 1 7 ．2 1 6 ，4

9 0 ／0 1 ／1 8 2 1 ．1　　 1 8 ．5 1 8 ．2 1 乱 2

9 0 ／0 6 ／2 7 2 2 ．5　　　 2 0 ．5 2 8 ．4　　 2 0 ．5　　 2 0 ．7　　 2 札 5　　 1 8 ．4　　 2 0 ．7　　 1 7 ．2 2 0 ．5　　　 1 8 ．1

M g　　　 叩 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 9 ．5　　　　 7 ．4 7 ．4 7 ．7

8 9 ／1 0 ／2 5 1 1 ．0　　　　 9 ．0 9 ．0 8 ．6

9 0 ／0 1 ／1 8 1 0 ．0　　 1 0 ．1 9 ．9 1 0 ．2

9 0 ／0 6 ／2 7 9 ．4　　　　 7 ．1 7 ．9　　　 7．5　　　 7 ．7　　　 7．7　　　 8 ．5　　　 9 ．9　　　 7 ．4 7 ．7　　　　 乱 6

F e　　　　 m 9 ／1　 8 9 ／0 7 ／1 8 0 ．1 9　　　 0 ．2 4 0 ．2 3 0 ．3 2

8 9 ／1 0 ／2 5 0 ．1 0　　　 0 ．3 6 0 ．3 3 0 3 1

9 0 ／0 1 ／1 8 0 ．2 1　　 0 ．4 2 0 ，4 1 0 ．4 7

劉）／0 6 ／2 7 0 ．3 0　　　 0 ．5 8 0 ．5 7　　 0 ．5 3　　 0 ．5 5　　 0 5 5　　 0 ．3 7　　 0 ．5 3　　 0．2 3 0 ．6 5　　　 0 ．4 4
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項　 目　　　　　 年 月 日
流 入 流 出

A　 B

沼 表 層

流入 側 中 心 流 出側 平 均 ＊1 全平 均 細 長 大 最 小

C I D I E l

警 全 平 均 轡

F e　　　 叩 ／1　 89 ／07 ／18
S－　　　　　 旨9 ／1 0／25

0 ．0 6　　　 0 ．0 4 0 ．0 4 0 ．03

謝 ／0 1／18 0 ，12　　　 0．13 0 ．17 0 ．17

釦 ／0 6／2 7 0 ．2 1　　 0 ．0 7 0 ．07　　　　　　　　　　　　　　　　 0 ，1 7　　 0・0 4 0 ，07

M n　　　 喝 ／1　 8 9／0 7／18 0 10　　　 0 ．15 0 ．18 0 ．18

89 ／1 0／2 5 0 0 8　　　 0 ．14 0 ．13 0 ．13

洲 ／0 1／18 0 0 5　　　 0 ．10 0 1 1 0 ．12

90／0 6／2 7 0．0 6　　　 0 ．24 0 ．29　　 0 ．2 7　　 0 ．25　　 0 ．27　　 0 ．1 7　　 0・2 7　　 0・11 0 ．30　　 0 ．18

s＿M n　 tn9／1 89／0 7／18　　　　89／10／25
0 ．0 7　 ＜ 0 ．02 －　　 ＜0 ．0 2 ＜ 0 ．0 2

90／0 1／18 0 ．04　 ＜ 0．0 2 ー　　 ＜0 ．0 2 0 ．0 2

別）／06 ／27 0 ．0 6　 ＜ 0 ．0 2 ＜ 0 ．0 2　 ＜0 0 2　 ＜0 02　　　　　　　 －　 ＜ 0 0 2　 ＜0 ・0 2 ＜ 0 0 2

C －ユ　　　　 m9／1　 89／07 ／18 ＜ 0．0 1　 ＜ 0 ．0 1 －　　 ＜ 0 ．0 1 ＜ 0 0 1

89 ／10 ／25 ＜ 0 0 1　 ＜ 0 ．0 1 －　　 ＜ 0．0 1 ＜ 0 0 1

∈拍／0 1／18 0 ．0 2　 ＜ 0 ．0 1 －　　 ＜ 0，0 1 ＜ 0 0 1

潔）／06 ／27 0 ．0 2　 ＜ 0 ．0 1 －　 ＜ 0 0 1　　　　　　　　　　　 －　 ＜0 ．0 1　 ＜0 ・0 1 ＜ 0．0 1

zn　　　　 m9 ／1　 89 ／0 7／18 0．0 5　　　 0 0 2 0 ．0 2 0 0 3

89 ／1 0／25 0．0 1　 ＜ 0 ．0 1 －　　 ＜ 0 0 1 ＜ 0 01

餅）／0 1／1 8 0．0 3　　 ＜ 0 ．0 1 －　　 ＜ 0 ．0 1 ＜ 0 ，0 1

鎌）／0 6／2 7 0．0 2　　 ＜ 0 ．0 1
－　 ＜ 0 ．0 1　　　　　　　　　　　　　　 0 0 2　 ＜0 0 1 ＜ 0 ．0 1

水　　 深　 m　　 89／0 7／18 1 4 0　　 1 ．5 0　　 1．5 0　　 1 ．4 7
木　　　 8 9／10／25 1．3 5　　 1 ．40　　 1．6 0　　 1 4 5

≦氾／0 1／18 1 ．3 0　　 1 ．4 0　　 1 5 0　　 1 40

潔）／0 6／2 7
1．20　 1 ．40　 1．6 0　 1 ．40　 1 ・4 3　 1 ・60　 1 20

軟 派 の 厚　 m　　 89／0 7／18 0 ．7 0　　　 0 60　　　 0 70　　　 0 6 7

　 ヒ　 苧
み　　　　 89／10／25

0 8 0　　　 0 ．75　　　 0 66　　　 0 ．7 4

9 ：）ノ01／18 0 ．75　　　 0 55　　　 0 72　　　 0．6 7

湘 ／06 ／27
0 80　 1．10　　 0 ．75　　 0 ．8 8　　 0 ・74　 1 ■10　　 0 55

＊1各調査期日のCl，Dl，Elデータの平均
書2　Cl，Dl，Elの4回の調査データの全平均　あるいほDlの4回の調査データの平均

＊3　D2の4回の調査テ肝タの平均

付表2　　通　日　調　査　結　果

地 点 名　　　 採 水 時 間
流　 量　 B O D　 C O D　 T －P　 T －N　 C I P O 4－P N ＝4－ N N O 2－N　 D O　 p H　 E C　 SS

㌔ ／se c　 喝 ／1 m9 ／l 咽 ／1 喝 ／1 喝 ／1 喝 ／1　 m9 ／1　 喝 ／1 m 抑　　　 〃S 佃　 喝 ／l

流　 入　 A　 l l ：40
8 ．0 03 64　 2 4．4　 23 ．1 0 8 2 5　 8．67　 6 2・1 0 ・4 85　 6 ・05　 8・0 3　 4■2　 7・65　　 5 00　 4・呂車

14　 00
0 0 01 48　 2 2．2　 乱 0　 0 月5 5　 8 ・75　 弧 3　 0・5 50　　 6 ・4 1 く 乱0 1 1・1 7・43　　 5 00　 6・0

16 ： 20
0，0 00 94 呂　 22 ，9　 2 1．3　 1．1 09　 8 β 6　 5 乱 6　 0・7 4 1　 6・7 8　 く 0 ・0 1 1 ・0　 7 ・4 2　　 5 0 0　 5 ・呂

19 ：（Ⅹ）
0．0 0 15 1　 2 5 ．0　 2 2．7　 1・3 52　 9 i5 6　 5乱 6　 0・9 0 8　 7 ・10　 く 0 0 1 1・0　 7 ・39　　 5 10　 4 ・8

22 ：28
0 ．00 48 7　 22 ．1 23 1 1・4 42　 9・4 9　 63 ・2　 1 1 16　　 7・22　 く 0 0 1　 0 ・8　 7 ・4 1　 5 0 0　 5 t2

02 ’Ⅸ）
0 ．00 07 32　 24 ．2　 2 2．1 1．5 67　 軋 5 7　 63 ・9　 1 ・22 6　　 6 ・12　 く 0・0 1　 0 t8　 7・3 7　　 53 0　 2・0

（拓 ：00 0．00

08 ：∝〉
0 ．08 2 14　 38 ．3　 3 0．0　 1．25 9 1 3・4 6　 6 2・1　 0 ・5 95　　 9 ■47　 0 ・1 5　 3 ・7　 7・6 7　　 55 0　 8・4

F　　 lO ●　50
0 ．03 25　　　　　 乱 5　 0 ．31 8　 3 ・ま1 2 5 ・9　 0 ・2 12　　 0 ・30　　 0・10　　　 7 15　　 2 90

15 ：55 0 ．0 32 9

21 ：59 0．0 00 5 63

06 ：29 0．0 24 1

流　 出　 B　 ll ■00
0．025 9　　　 1 7．3　 0．1 82　 3 2 4　 35 ・9　　　　 0 ・44　 0 ・09　 7 ・8　 呂・35　　 32 0　　 ＊

16 ：03
0 ．02 74　　　　 1 7．3　 0．20 6　 3 ．4 5　 35 ・9　　　　　 0 ・42　　 0 ・09　 7 ・2　 7・78　　 3 20

22 ： 10
0．02 65　　　　 16 ．3　 0 ．19 6　 3．4 1 3 5－5　　　　　 0 ・49　　 0・10　　 5　 7 ・68　　 3 20

06 ■　20
0．0 185　　　　 15 ，9　 0 ．19 4　 3 ・29　 3 5 ・5　　　　　 0 ・5 7　　 0・0 9　 3・6　 7・5 0　　 3 20

事付表1にはこの時間のデータが記載してある
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